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戦略的国際科学技術協力推進事業（日本－英国研究交流） 

 

１．研究課題名：「グラフェンを基盤とした透明な有機エレクトロニクス」 

２．研究期間：平成２３年５月～平成２６年３月 

３．支援額： 総額 １４，８５０，０００円 

４．主な参加研究者名： 
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５．研究・交流の目的 

 グラフェンの電気的な性質を化学的機能化や化学修飾、あるいは物理的な方法によって

工学的に制御し、多機能なエレクトロニクス素子やオプトエレクトロニクス素子へと応用

の範囲を広げることを目的とした。 

 

６．研究・交流の成果 

 ６－１ 研究の成果 

 化学的手法と物理的手法の両方でグラフェンのバンドギャップを制御することに成功し

た。また、２層以上のグラフェンの電気的な性質を電界によって制御し、PN 接合を作製す

ることに成功した。更に、グラフェンのバンドギャップを制御するだけでなく、新規な自

由度として知られる“バレー”（擬スピン）を活用する手段として、平坦プロセスと互換性

を保ちながらグラフェンに任意の歪みを印加する方法を開発した。 

 こうした成果により、従来の無機材料で避けられなかった各トランジスタ間の互換性の

問題を、全ての構成要素がグラフェンからなる材料によって克服し、複合素子の開発へと

進む指針が立てられた。 

 

 ６－２ 人的交流の成果 

 本研究の全項目について、両国の研究者間で活発な議論が行われたことに加え、若手研

究者を英国に派遣することによって、彼らと現地の若手研究者との間で活発な研究交流が

行われた。本研究終了後も、関連する研究テーマや特殊な技術に関して気軽に情報交換を

行うだけでなく、更なる共同研究を継続する具体的な計画について話し合っている。 
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７．主な論文発表・特許等（５件以内） 

相手側との共著論文については、その旨を備考欄にご記載ください。 
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出願番号、出願人、発明者等 
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